
　

本
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
抑
制
す
る
た
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
配
合
の
指
定

収
集
袋
を
導
入
し
て
い
く
。

　

見
直
し
に
あ
た
り
２
０
０
０

世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
結
果
、
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
配
合
の
指
定
収

集
袋
導
入
に
つ
い
て
は
、
環
境

に
よ
い
な
ら
賛
成
、
金
額
が
据

え
置
き
な
ら
賛
成
等
を
合
わ
せ

る
と
99
％
が
賛
成
し
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
配
合
率
に
つ
い
て
は
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
25
％

以
上
を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
も
25
％
と
す
る
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
配
合
の
袋
は
、
こ
れ
ま

で
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
袋
に

比
べ
、
原
料
が
海
外
輸
入
で
あ

る
等
の
理
由
か
ら
製
造
経
費
が

上
昇
す
る
課
題
が
あ
る
。
し
か

し
、
現
在
の
販
売
形
式
で
あ
る

ロ
ー
ル
型
以
外
に
、
一
般
的
な

平
置
き
型
も
仕
様
に
含
め
る
こ

と
に
よ
り
多
く
の
事
業
者
の
参

入
を
促
し
、
競
争
原
理
に
よ
る

製
造
経
費
の
抑
制
や
、
指
定
収

集
袋
の
広
告
料
収
入
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
こ
と
で
、
販
売
価

格
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
す
る
。

　

な
お
、
特
殊
加
工
を
施
し
て

い
る
可
燃
ご
み
専
用
袋
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
配

合
率
を
高
め
て
製
造
す
る
こ
と

　

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
陳
情

１
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

陳
情
は
趣
旨
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
収
集
袋
の
見
直

し
（
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
使
用
し
た
指
定
収
集
袋
の

導
入
等
）
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

○
指
定
収
集
袋
の
見
直
し
に
つ

い
て
（
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
使
用
し
た
指
定
収
集
袋

の
導
入
等
）

    

〈
市
の
説
明
〉

　

本
市
で
は
、
平
成
19
年
10
月

か
ら
ご
み
の
発
生
抑
制
、減
量
・

資
源
化
の
促
進
を
目
的
に
指
定

収
集
袋
に
よ
る
ご
み
処
理
有
料

化
を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
市
の
指
定
収
集
袋
は
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
を
原
料
と
し
て
お

り
、
家
庭
用
と
し
て
カ
ラ
ス
が

ご
み
袋
の
中
身
を
判
別
し
づ
ら

い
黄
色
の
可
燃
ご
み
専
用
袋
と
、

ピ
ン
ク
色
の
可
燃
ご
み
・
不
燃

ご
み
共
通
袋
を
作
成
し
、
同
価

格
で
販
売
し
て
い
る
。

　

国
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
戦
略
に
お
い
て
、
焼
却
せ

ざ
る
を
得
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
で
あ
る
指
定
収
集
袋
等
を
、

植
物
資
源
を
配
合
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
へ
変
更

す
る
こ
と
を
促
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑

制
や
、
限
り
あ
る
化
石
燃
料
の

使
用
量
を
削
減
す
る
た
め
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
約
２
０
０
万

ト
ン
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
地
球
温
暖

化
の
影
響
と
み
ら
れ
る
気
候
変

動
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
３

年
２
月
に
藤
沢
市
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
表
明
し
、
そ
の
柱
の

一
つ
と
し
て
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。 　

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
９

月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢
都

心
部
再
生
及
び
公
共
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
藤

沢
駅
南
北
自
由
通
路
拡
幅
整
備

事
業
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

○
藤
沢
駅
南
北
自
由
通
路
拡
幅

整
備
事
業
に
つ
い
て

    

〈
市
の
説
明
〉

　

藤
沢
駅
南
北
連
携
強
化
に
よ

る
市
民
等
の
利
便
性
、
回
遊
性

の
向
上
及
び
ま
ち
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
自
由
通
路
拡
幅

及
び
そ
れ
に
伴
う
駅
改
良
事
業

の
実
現
に
向
け
、
東
日
本
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
、
小
田
急
電
鉄

株
式
会
社
及
び
本
市
の
３
者
で
、

平
成
31
年
２
月
に
基
本
協
定
を

締
結
す
る
と
と
も
に
、
本
協
定

に
基
づ
き
基
本
設
計
に
着
手
し
、

令
和
３
年
３
月
に
完
了
し
た
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
詳
細

設
計
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
等
に
よ
り
、
着
手
を
令
和
４

年
度
に
１
年
先
送
り
す
る
方
針

と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
鉄

道
事
業
者
か
ら
の
基
本
設
計
の

結
果
を
受
け
、
基
本
設
計
段
階

に
お
け
る
負
担
割
合
等
に
つ
い

て
の
協
議
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
詳
細
設
計
の
早
期
着
手
に

向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
基
本
設
計
に
お
け
る
全

体
事
業
費
は
、
調
査
設
計
時
よ

り
約
25
億
円
増
額
し
た
が
、
本

市
負
担
額
は
、
約
４
億
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
由
通
路
拡
幅
及
び
駅
改
良

の
施
工
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
側
と
小

田
急
側
を
同
時
に
一
体
で
施
工

す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
き
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
る
中

で
、
事
業
費
の
さ
ら
な
る
平
準

化
を
図
る
と
と
も
に
、
補
助
金

の
ス
キ
ー
ム
等
を
３
者
で
検
討

し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
側
と
小
田
急
側
に
お
い
て

段
階
的
に
整
備
効
果
が
発
現
可

能
と
な
る
２
段
階
に
施
工
を
分

け
、
小
田
急
側
の
自
由
通
路
拡

幅
及
び
駅
改
良
の
一
部
を
先
行

す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
が
整

っ
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
が

整
っ
た
こ
と
、
令
和
３
年
度
に

国
庫
補
助
金
の
採
択
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
早
期
着
手
を
目

指
し
、
３
年
度
、
第
３
四
半
期

か
ら
詳
細
設
計
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

　

段
階
施
工
と
し
た
場
合
の
事

業
期
間
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

各
段
階
に
お
け
る
詳
細
設
計
に

お
い
て
精
査
が
必
要
と
な
る
が
、
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バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
配
合
へ

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
販
売
開
始

指
定
収
集
袋
の
見
直
し

厚生環境

小田急改札口から駅南口を望む第1期施工整備イメージ

派遣活動の経験を生かし、さらなる消防力の充実強化を図る

―
藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施
設
再
整
備
特
別
委
員
会
―

藤
沢
駅
南
北
自
由
通
路
拡
幅
整
備
事
業

小
田
急
側
か
ら
段
階
施
工
を
予
定

―
行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
―

藤
沢
市
中
期
財
政
見
通
し
の
改
定

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る

―
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
―

静
岡
県
熱
海
市
土
石
流
災
害

緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
使
用
状

況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら

廃
止
し
、共
通
袋
の
み
と
す
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
４
年
２
月
に
市
民
・
小

売
店
へ
変
更
の
周
知
を
行
っ
た

後
、４
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
、

随
時
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
配
合
の
指
定
収
集
袋
へ
変
更

し
て
い
く
。

　

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

８
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
審
査
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
①

藤
沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
０

の
総
括
及
び
藤
沢
市
行
財
政
改

革
２
０
２
０
実
行
プ
ラ
ン
令
和

２
年
度
実
績
と
見
直
し
検
討
対

象
事
業
②
藤
沢
市
中
期
財
政
見

通
し
―
―
以
上
２
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
た
。

○
藤
沢
市
中
期
財
政
見
通
し
に

つ
い
て

    

〈
市
の
説
明
〉

　

本
市
で
は
、
中
期
的
な
視
点

で
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う

観
点
か
ら
、
５
年
間
の
財
政
見

通
し
を
記
載
し
た
中
期
財
政
見

通
し
を
こ
れ
ま
で
２
度
に
わ
た

り
策
定
・
公
表
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
や
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
様
々
な
課
題

へ
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
藤
沢

市
市
政
運
営
の
総
合
指
針
２
０

２
４
の
重
点
事
業
や
第
３
次
藤

沢
市
公
共
施
設
再
整
備
プ
ラ
ン

の
実
施
事
業
な
ど
を
進
め
る
た

め
、
中
期
的
な
予
算
の
見
通
し

を
立
て
て
計
画
的
に
取
り
組
む

必
要
性
か
ら
、
改
定
を
す
る
。

　

こ
の
財
政
見
通
し
は
、
健
全

な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
主
に
①
本
市
の
財

政
状
況
を
市
民
や
市
議
会
と
共

有
す
る
②
市
政
運
営
の
総
合
指

針
や
公
共
施
設
再
整
備
プ
ラ
ン

等
の
将
来
計
画
を
進
め
る
た
め

の
見
通
し
を
示
す
③
職
員
が
中

期
的
な
視
点
で
財
政
運
営
の
状

況
を
把
握
す
る
―
―
以
上
３
点

を
用
途
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　

今
回
の
推
計
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
期
間
と
し
、
一
般
会
計
に
お

け
る
事
業
費
ベ
ー
ス
の
見
通
し

と
し
た
。

　

推
計
結
果
と
し
て
、
財
源
不

足
は
４
年
度
に
約
73
億
円
、
８

年
度
に
約
１
４
２
億
円
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

主
な
傾
向
と
し
て
、
歳
入
で

は
人
口
増
に
伴
う
納
税
義
務
者

数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
落
ち
込
み
か
ら
緩
や

か
に
回
復
基
調
と
な
り
、
各
年

度
８
０
０
億
円
を
上
回
る
市
税

収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

　

歳
出
で
は
、
扶
助
費
の
増
加

が
引
き
続
き
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

公
共
施
設
再
整
備
プ
ラ
ン
の
実

施
事
業
や
藤
沢
駅
周
辺
・
村
岡

地
区
の
整
備
事
業
等
の
進
捗
に

よ
り
事
業
費
が
増
加
し
、
８
年

度
に
は
約
２
９
６
億
円
の
事
業

費
が
見
込
ま
れ
る
。

　

財
源
不
足
の
解
消
に
向
け
た

対
応
策
と
し
て
、
藤
沢
市
行
財

政
改
革
２
０
２
４
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
効
率
的
な
行
政
運
営

へ
の
転
換
や
歳
入
確
保
と
歳
出

抑
制
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

歳
出
抑
制
対
策
と
し
て
は
、

優
先
順
位
を
踏
ま
え
た
計
画
的

な
事
業
実
施
に
よ
り
財
政
負
担

の
平
準
化
を
図
る
ほ
か
、
市
単

独
事
業
や
国
・
県
基
準
に
上
乗

せ
し
て
い
る
事
業
の
見
直
し
、

総
人
件
費
の
抑
制
等
の
取
組
を

進
め
て
い
く
。

　

歳
入
確
保
対
策
で
は
、
自
主

財
源
の
確
保
と
し
て
、
市
税
等

の
収
入
未
済
額
の
縮
減
の
た
め

の
取
組
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
利
用
者
負
担
の
適
正
化
を

進
め
る
ほ
か
、
都
市
基
盤
の
充

実
と
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組

み
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た

税
収
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
新
た
な
財
源
の
獲
得
と

し
て
、
国
・
県
補
助
金
の
獲
得

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
債
に

つ
い
て
は
償
還
額
と
の
バ
ラ
ン

ス
に
留
意
し
な
が
ら
有
効
活
用

に
努
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
市

有
財
産
の
民
間
企
業
へ
の
貸
付

け
や
売
却
を
含
め
た
有
効
活
用

を
図
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
に
よ
る
寄

附
金
の
募
集
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
な
ど
の
手
法
に
よ
る
民
間
資

金
の
活
用
等
に
努
め
て
い
く
。

第
１
期
施
工
に
つ
い
て
は
、
国

庫
補
助
金
の
活
用
ス
キ
ー
ム
も

見
据
え
、
鉄
道
事
業
者
と
工
期

短
縮
に
向
け
た
協
議
を
進
め
、

９
年
度
末
頃
の
完
了
を
目
途
と

し
、
早
期
に
整
備
効
果
の
発
現

を
目
指
し
て
い
く
。
第
２
期
施

工
に
つ
い
て
は
、
第
１
期
の
完

了
に
合
わ
せ
、
継
続
し
て
実
施

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

　

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
及
び

静
岡
県
熱
海
市
土
石
流
災
害
に

伴
う
緊
急
消
防
援
助
隊
活
動
報

告
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

○
静
岡
県
熱
海
市
土
石
流
災
害

に
伴
う
緊
急
消
防
援
助
隊
活
動

報
告
に
つ
い
て

    

〈
市
の
説
明
〉

　

７
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
、

西
日
本
か
ら
東
日
本
に
停
滞
す

る
梅
雨
前
線
の
影
響
で
断
続
的

に
雨
が
降
り
続
き
、
東
海
地
方

か
ら
関
東
地
方
南
部
を
中
心
に

記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
。
こ

の
大
雨
に
よ
っ
て
３
日
の
午
前
、

熱
海
市
伊
豆
山
地
区
で
大
規
模

な
土
石
流
が
発
生
し
、
発
災
当

時
の
被
害
状
況
と
し
て
約
20
人

の
行
方
不
明
者
、
約
１
３
０
棟

の
建
物
被
害
が
あ
っ
た
。
こ
の

災
害
に
対
し
、静
岡
県
知
事
は
、

消
防
庁
長
官
に
行
方
不
明
者
救

助
の
協
力
の
た
め
、
緊
急
消
防

援
助
隊
の
派
遣
を
要
請
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
日
、
消
防
庁
長

官
か
ら
応
援
隊
の
出
動
要
請
が

あ
っ
た
。
出
動
依
頼
か
ら
約
２

時
間
後
に
部
隊
を
編
成
し
準
備

を
整
え
、
19
時
に
サ
ン
ラ
イ
ズ

広
場
に
て
出
陣
式
を
執
り
行
っ

た
。
そ
の
後
、神
奈
川
県
大
隊
と

し
て
集
結
し
、
災
害
現
場
へ
は

３
日
の
深
夜
に
到
着
し
た
。
消

防
局
で
は
、
神
奈
川
県
緊
急
消

防
援
助
隊
応
援
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
７
月
３
日
か
ら
12
日
ま

で
の
10
日
間
、
第
１
次
派
遣
隊

か
ら
第
４
次
派
遣
隊
と
し
て
延

べ
14
隊
・
64
人
・
車
両
14
台
を

派
遣
し
た
。
な
お
、
第
４
次
派

遣
で
は
、
本
市
で
初
め
て
と
な

る
女
性
職
員
も
派
遣
し
た
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
緊
急

消
防
援
助
隊
に
登
録
し
て
い
る

部
隊
は
18
隊
あ
り
、
本
災
害
に

は
、
救
助
隊
、
消
防
隊
、
救
援

隊
、
後
方
支
援
隊
の
４
部
隊
が

出
動
し
た
。
活
動
開
始
直
後
に

は
、
倒
壊
建
物
内
か
ら
、
要
救

助
者
を
１
人
救
出
し
た
。
活
動

環
境
は
断
続
的
な
降
雨
の
影
響

で
、
土
砂
が
緩
み
下
半
身
が
埋

ま
り
な
が
ら
の
活
動
と
な
る
な

ど
劣
悪
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
降

雨
の
影
響
が
な
い
場
合
で
も
、

雨
衣
や
胴
長
靴
を
装
備
し
た
上

に
30
度
を
超
え
る
厳
し
い
暑
さ

に
な
る
た
め
、
隊
員
の
体
調
管

理
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
。

　

７
月
12
日
午
後
に
10
日
間
の

活
動
を
終
え
、
負
傷
者
等
な
く

帰
庁
し
た
。
14
日
に
消
防
局
内

で
の
報
告
式
を
行
い
、
そ
の
後

各
部
隊
の
責
任
者
や
女
性
職
員

等
を
交
え
て
意
見
交
換
会
を
実

施
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、
本

市
が
被
災
し
た
と
き
の
た
め
に

も
、
他
都
市
と
の
連
携
強
化
、

災
害
情
報
の
収
集
、
伝
達
及
び

安
全
管
理
体
制
を
強
化
す
る
な

ど
、
全
国
か
ら
の
応
援
部
隊
を

含
め
て
、
効
果
的
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
受
援
体
制
及
び
資
機

材
整
備
を
進
め
て
い
く
。
今
後

も
市
民
の
生
命
、財
産
を
守
り
、

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

に
向
け
、
さ
ら
な
る
消
防
力
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
。


